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シシルルババーー  

ににいいじじまま  
 
 

 

シルバー人材センターは、モヤイの心と働く意欲のある 

元気な高齢者が集う 『高齢者の地域ステーション』です 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大型連休も過ぎました。これからは５月２１日（土）のトライアスロン大会 

に向けての道路清掃など村内美化作業に忙しくなります。２３年度もシルバー会 

員は頑張ります。 

                         （間々下 鳥ん島周辺） 

                           

 

会 員 の 状 況（H23.4.30 現在）            主 な 内 容 

 

      男 １１３名           名誉会長あいさつ       ２面 

女 １１４名           ３月総会報告        ３～４面 

                   公益社団法人         ５面 

  計 ２２７名           ｼﾙﾊﾞｰのしくみ・報告事項    ６面 
 

 就業を通じて地域社会に貢献・活躍します。 
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東京都新島村本村４－１０－２ 

電 話 04992－5－1472 

FAX 04992－5－1478 

E-mail: niijima @sjc.ne.jp 

http://www.sjc.ne.jp/niijima/index.htm  
 

 

 
   

    

    

    

    

    

    

  

  

  

（１）第４６号            シルバーにいじま           平成２３年５月 
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多
く
の
お
元
気
な
会
員
の
皆
様
が
ご
出
席
さ
れ
、 

 

定
期
総
会
が
こ
の
よ
う
に
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
こ 

と
を
、
大
変
頼
も
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。 

 
 

 
 

さ
て
、
私
た
ち
は
、
幸
せ
に
な
る
た
め
に
生
ま
れ
て
き 

 
 

 

た
の
に
、
過
日
発
生
し
た
巨
大
地
震
と
大
津
波
で
大
災
害
を 

被
り
、
多
く
の
皆
さ
ま
が
苦
し
み
と
闘
っ
て
い
ま
す
が
、犠
牲
に
な
ら
れ
た
皆
様
に
、

哀
悼
の
意
を
表
し
、
避
難
さ
れ
て
い
る
方
々
に
、
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
た
い

と
思
い
ま
す
。 

 

シ
ル
バ
ー
の
皆
様
に
は
、
寒
い
西
風
の
中
、
そ
し
て
真
夏
の
炎
天
下
で
、
村
づ
く

り
の
た
め
に
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
こ
と
に
対
し
ま
し
て
、心
か
ら

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

３
月
の
新
島
村
議
会
定
例
会
は
、
昨
日
で
終
わ
り
ま
し
た
が
、
こ
の
議
会
の
冒
頭

で
の
「
今
年
一
年
は
、
こ
う
い
う
村
づ
く
り
を
し
ま
す
」
と
い
う
施
政
方
針
の
中
で
、

私
は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
。
次
の
よ
う
に
約
束
し
ま
し
た
。 

「
事
業
仕
分
け
の
対
象
と
な
り
ま
し
た
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、国
庫
補
助
金

に
つ
い
て
減
額
が
あ
り
ま
し
た
が
、
高
齢
化
が
進
む
当
村
に
お
い
て
は
、
高
齢
者
に

『
働
く
喜
び
・
働
く
場
』
を
提
供
し
て
、
生
き
が
い
を
も
っ
て
生
活
し
て
い
た
だ
く

た
め
に
、
今
後
も
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。」 

 

か
つ
て
の
新
島
・
式
根
島
の
暮
ら
し
は
、
海
や
山
の
幸
の
も
と
に
「
長
男
は
家
を

継
ぎ
、
老
い
た
両
親
に
恩
返
し
の
世
話
を
す
る
」
と
い
う
生
活
ル
ー
ル
を
築
い
て
、

貧
し
い
な
が
ら
も
汗
を
流
し
て
働
き
、
幸
せ
に
暮
ら
し
て
き
ま
し
た
が
、
時
代
の
流

れ
は
、
誰
も
が
自
由
に
羽
ば
た
け
と
ば
か
り
に
、
故
郷
の
島
か
ら
旅
立
っ
て
ゆ
き
、

少
子
高
齢
化
社
会
を
つ
く
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
新
島
・
式
根
島
だ
け
の

こ
と
で
は
な
く
、
日
本
全
体
の
姿
で
す
。 

し
か
し
、
私
た
ち
は
、
未
来
永
劫
こ
の
島
を
住
み
よ
い
村
に
す
る
た
め
に
は
、
か

つ
て
の
「
親
が
子
を
叱
り
、
祖
父
母
が
ほ
め
て
人
を
育
て
た
」
新
島
村
伝
統
の
人
づ

く
り
、地
域
社
会
全
体
で
見
守
る
人
間
関
係
、モ
ヤ
イ
文
化
を
も
う
一
度
顕
彰
し
て
、

誰
も
が
希
望
を
も
っ
て
安
全
・
安
心
に
暮
ら
せ
る
新
島
村
に
す
る
た
め
に
頑
張
り
ま

し
ょ
う
。 

 

 

厳
し
い
政
治
経
済
情
勢
で
す
が
、
新
島
村
の
来
年
度
の
一
般
会
計
予
算
は
、
例
年

で
す
と
約
３
２
億
円
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
が
、来
年
度
は
３
９
億
円
の
予
算
を
組
ま

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

住
民
の
暮
ら
し
を
守
る
た
め
に
頑
張
り
ま
す
の
で
、植
松
会
長
の
も
と
人
生
経
験

豊
か
な
シ
ル
バ
ー
会
員
の
皆
様
の
温
か
い
ご
指
導
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。 

新
年
度
も
、
全
会
員
元
気
で
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。 
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ふ
る
さ
と 

 



 

総
会
報
告
よ
り 

 

３
月
１
８
日
（
金
）
、
午
後
１
時
３
０
分
か
ら
、
平
成
２
３
年
第
１
回
定
期
総
会

を
住
民
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。 

今
回
の
総
会
は
、
司
会
の
紀
野
氏
か
ら
「
一
週
間
前
の
３
月
１
１
日
に
三
陸
沖
を

震
源
と
し
た
未
曾
有
の
大
規
模
地
震
の
被
災
者
へ
の
お
見
舞
い
と
哀
悼
の
意
を
表

し
ま
す
」
の
お
見
舞
い
の
あ
い
さ
つ
で
始
ま
り
ま
し
た
。 

植
松
会
長
の
あ
い
さ
つ
も
、
被
災
者
の
方
々
へ
の
お
見
舞
い
の
言
葉
と
、
会
長
の

声
掛
け
で
、
出
席
者
全
員
で
黙
と
う
し
ま
し
た
。 

そ
し
て
シ
ル
バ
ー
名
誉
会
長
の
出
川
長
芳
村
長
の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、新
島
村
議

会
の
前
田
邦
弘
議
長
か
ら
ご
祝
辞
を
頂
き
ま
し
た
。 

次
に
前
田
繁
早
副
会
長
が
（
財
）
東
京
し
ご
と
財
団
・
東
京
都
シ
ル
バ
ー
連
合
理

事
長
の
宮
下
茂
氏
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
披
露
。
そ
の
後
、
ご
臨
席
頂
い
た
大
島
支
庁
新

島
出
張
所
長
の
岩
永
和
徳
氏
、
防
衛
省
新
島
支
所
長
の
志
田
隆
幸
氏
、
新
島
警
察
署

渡
邊
篤
次
長
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。 

引
続
き
資
格
審
査
報
告
後
、
議
長
に
橋
本
武
氏
を
選
出
、
議
事
録
署
名
人
に
宮
川

国
弘
・
北
村
昇
二
氏
の
２
名
が
選
出
さ
れ
、
議
案
審
議
に
入
り
ま
し
た
。 

 

会
員
２
２
９
名
の
う
ち
、
２
２
６
名
（
委
任
状
１
４
４
名
）
が
出
席
し
て
、
左
記

の
議
案
を
審
議
。 

第
１
号
議
案 

平
成
２
２
年
度
補
正
予
算
に
つ
い
て 

第
２
号
議
案 

平
成
２
３
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て 

第
３
号
議
案 

平
成
２
３
年
度
当
初
予
算
に
つ
い
て 

第
４
号
議
案 

「
公
益
社
団
法
人
の
役
員
の
報
酬
等
に
関
す
る
規
程
」
に
つ
い
て 

 

補
正
予
算
で
は
事
業
活
動
収
支
の
部
で
、
２
２
年
度
事
業
活
動
収
入
が
７
９
５
万

円
、
事
業
活
動
支
出
は
８
４
６
万
円
の
増
額
。 

投
資
活
動
収
支
の
部
で
は
収
入
は
６
万
円
、
支
出
が
６
７
万
１
千
円
の
減
額
。
補

正
後
の
予
算
総
額
は
１
億
５
２
０
９
万
５
千
円
と
な
っ
た
。 

次
に
新
年
度
の
事
業
計
画
と
予
算
に
つ
い
て
審
議
。４
月
１
日
か
ら
の
公
益
社
団

法
人
と
し
て
の
ス
タ
ー
ト
を
踏
ま
え
た
、
２
３
年
度
事
業
計
画
の
概
要
（
Ｐ
４
参

照
）・
基
本
方
針
・
具
体
的
な
実
施
内
容
を
説
明
。 

当
初
予
算
に
関
連
し
て
は
、
２
０
年
度
会
計
の
適
用
に
よ
り
、
公
益
目
的
事
業
会

計
と
法
人
会
計
の
職
員
基
本
給
な
ど
の
配
分
と
そ
の
比
率
に
関
す
る
質
問
が
２
件

あ
り
、
担
当
者
か
ら
具
体
的
な
内
容
を
説
明
。 

「
公
益
社
団
法
人
の
役
員
の
報
酬
等
に
関
す
る
規
程
」
に
つ
い
て
は
提
案
理
由
等
を

事
務
局
か
ら
説
明
。
今
総
会
の
議
案
は
、
審
議
後
、
４
議
案
共
に
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 

総
会
終
了
後
は
、
新
島
村
さ
わ
や
か
健
康
セ
ン
タ
ー
の
田
村
幸
根
保
健
師
の
指 

 
 

 

導
で
誤
嚥
の
予
防
の
お
話
と
体
操
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。 

 

（３）第４６号           シルバーにいじま           平成２３年５月 

 

平成２３年度 当初予算   （単位：千円） 

経常収益 公益目的事業会計  法人会計 

受託事業収益   109,982   1,518 

独自事業収益    2,510     40 

受取会費       120    120 

受取補助金     21,435    4,685 

特定資産運用益        15         15 

雑収益             67         67 

経常収益計      134,129①    6,445② 

 

経常費用  公益目的事業会計   法人会計 

事業費       134,119          0 

管理費             0   6,445 

経常費用計      134,119③    6,445④ 

 

当期経常増減額          10 

（①-③+②-④） 

                  

 



                             

 

 事業計画  概要より  
 

 平成１８年５月２６日参院本会議で公益法人制度改革関連３法案を含む「行政改革関連５法案」が

可決、成立した。明治２９年の民法制定以来、１００余年ぶりの抜本的な見直しである。現在の社団

法人・財団法人は、新しい一般法人と公益認定法人に切り替わることになった。 

都内５８シルバーでは公益社団法人認定に向けて、移行の準備を進めてきました。当シルバーにお

いても、制度上特例民法法人として、昨年１１月２２日、都内２５センターと共に東京都公益法人等

審議会の公益認定を受け、４月１日の登記をもって公益社団法人に移行します。したがって今総会は、

社団法人としての最終の総会になります。 

リーマンショックを契機にした景気の低迷は長引き、今春卒業見込みの大学・短大生の就職内定率

（昨年 12 月 1 日現在）は６８．８％と今までにない最も厳しい雇用環境にあり、希望の持てる社会

へ経済の立て直しが一刻も早く望まれます。 

また、尖閣問題、短命内閣、ねじれ国会など、重苦しい世相のなか、昨年６月の惑星探査衛星「は

やぶさ」は、技術者の不屈な努力によって７年におよぶ長い航海を終え、無事地球に帰還した。人々

の注目を集め、我が国の技術力の高さを世界に示した誇り高い出来ごとであり、国民の総意を束ねる

ビジョンが望まれる今日です。 

昨年に続いて、公益法人移行申請と重なった今年度、２年連続してシルバー人材センターへの行政

刷新会議の「事業仕分け」が実施されました。会員挙げての署名活動を展開したが、国庫補助金の削

減額は、２２年度が７０万円、２３年度が２３３万円、他に公益認定に伴う自販機他の事業の廃止に

より約５６万円減少。２年間で合わせて、約３５９万円の削減になった。 

削減額の３５９万円は、事務費 6％の当センターでは、約６千万円相当の新規契約増に該当します。限

られた地域社会においては、拡大開拓が困難な額で、小規模な当センターでは、財源が不足し事業運営が

困難になっています。削減への対策は非常に厳しく、最小限の経営基盤は確保したいと考えています。 

私たちは、若い時の貣しい時代を乗り越え、現在の豊かさを築き、その豊かさ蓄積の一翼を担って

きました。今後においても、現状の後退や豊かさを取り崩すことのないように努めることが、公益社

団法人発足にあたり高齢者の使命と考え、一丸となって対処したい。 

上記の現状から、平成２３年度事業運営の目標及び課題は、 

（１）公益社団法人としての基盤整備に努めます。 

   ※目的に沿った事業の推進を図ります。（不特定多数の利益の増進等） 

   ※健全な事業運営に向けて、事務費率の変更を含めて検討します。 

（２）円滑な作業体制・作業環境づくり。 

※作業班長との密接な連携により、合理的な作業の提供と「共働・共助」の意識強化を図ると

共に、「シルバー事業」の理解と浸透及び円滑な作業体制に努めます。 

（３）安全就業に心がけ、事故『０』を目標。 

   ※安全に勝る仕事はなく、常に安全教育・安全対策に心がけます。 

※加齢に伴う体力の自覚・健康管理意識の強化を図ります。 

そして、健康で元気に働く『高齢者の地域ステーション』として、社会情勢を充分見極めながら、

地域のニーズにふさわしい事業運営を図ると共に、関係各機関と連携を密にして、働く喜びを通し

て地域社会へ貢献したいと考えています。            （議案書より抜粋） 
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「公益社団法人 新島村シルバー人材センター」になりました。 

昭和６０年に設立されましたが、この１・２年はシルバーにとって大きな転換期でした。 

1 つは、公益法人制度の改革、もう 1 つは、行政刷新会議の「事業仕分け」により、2 年連続して

実施された国庫補助金の削減です。 

今までの公益法人制度は明治時代のもので、改革は世の中の変化とのズレの解消や民間による非

営利の活動を活発にし、民による公益を増進することなどを目的としています。 

この法律では、２５年１１月末の移行期間の終了までに移行申請をしなければ解散することにな

っています。 

新たな公益法人としては、２３業種の公益目的事業が定められていて、不特定かつ多数の者の利

益の増進に寄与するものとなっています。公益目的事業の一つに「高齢者の福祉の増進を目的とす

る事業」項目があります。 

一昨年から東京都シルバー連合（東京しごと財団）の指導により、都内各シルバーと共に、公益

社団法人への準備を進め、昨年１１月公益法人の認定を受けました。 

4 月 1 日をもって登記し、今までの社団法人から公益社団法人として、新たにスタートしました。 

申請に当たり、公益目的事業比率が５０％以上と云う認定基準があり、今まで実施してきた事業の

見直しや整理を余儀なくされ、新しい組織になりました。 

主な特徴は次のとおりです。 

※ 公益社団法人の特徴 

＊法人税においては公益目的事業が非課税扱いになり、公益法人の寄附者に対する寄附税制上

の優遇措置が受けられます。 

＊認定された法人であることから社会的な信用が高くなり、国や地方公共団体から補助金を受

けやすくなります。 

＊公益目的事業比率が５０％以上であること。各種の遵守事項や諸官庁の監督措置があります。 

※ 当センターの目的 

  ＊社会参加に意欲ある高齢者の就業や社会奉仕等の活動機会を確保し、生活感の充実、福祉の

増進を図りながら活力ある地域づくりに寄与することを目的としています。 

※ これからは 

＊入会年齢が、原則として６０歳以上になりました。 

＊総会は、今までの年２回から１回になり、６月に開催します。総会の議決事項の変更や理事

会の権限が強化され、代表理事や業務執行理事が選任されました。  

＊高い公益性が求められ、公益法人として、営利を目的としていないことになっています。 

なお、今年度は最低賃金を遵守しました。 

＊社会奉仕活動は今までも行ってきましたが、これからは事業の一つになります。 

 

６０歳以上の高齢化率が４０％を超える新島村の年間サイクルの中で、地域を担う組織の一環に

なっていると共に、シルバー会員の医療費は一人当たり年間６万円少ないと云われています。 

村民の皆様から「シルバー」と呼ばれ、親しまれていますが、公益社団法人として、今後とも 

一層のご理解をお願い致します。 

（５）第４６号           シルバーにいじま           平成２３年５月 



 

 

 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    シルバー人材センターのしくみ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

 

 

   

 

 

 

会員になるには … 

入会資格  〇新島村に居住する原則として６０歳以上の健康な方 

         ○働く意欲がある方で、臨時的かつ短期的な就業又はその他の軽易な 

          業務に係る就業及び社会奉仕活動等を通じて自己の能力を活用し、 

生きがいの充実や社会参加等を希望する方 

           入会受付  随時 

           入会に必要なもの ○会費  年間 １，０００円  

                    ○写真           

                 

                             

         

 

（６）第４６号           シルバーにいじま           平成２３年５月 

 

お問い合わせは シルバー事務局 まで          ℡ ５－１４７２ 

東日本大震災への義援金のご協力 

      ありがとうございました。 

3 月１１日の大震災後、総会の日を中心に

会員の皆様に義援金の協力をお願いしました。   

総額 186,310 円の義援金が集まり、 

全国ｼﾙﾊﾞｰ人材ｾﾝﾀｰ事業協会 30,000 円 

新島村もやい募金     156,310 円 

を募金させて頂きました。また、６月総会時に

も皆様の温かいご協力をお願い致します。 

新年度がスタートし、役員会・委員会も活動を

始めました。4/1・4/15 の理事会、４/21 には

事業委員会・安全管理委員会と、２３年度の事業 

を実施するた

めに現場サイ

ドでの具体的

な内容を話し

合いました。 

 

 事業委員会の様子 

 

 

会 員 

 

原則 60 歳 

以上の健康

で働く意欲

のある方 

 

シルバー 

人材センター 

 

会員は就業に

より、配分金を

得ます 

 

発注者 

 

企業 

家庭 

公共団体等 

②仕事の依頼 

③仕事の遂行 

 

⑥配分金 

 

①仕事の発注 

④仕事の完了 

 

⑤契約金の 

お支払い 

 

 


